
日常を 
切り取る
―西田幾多郎のありし日々―

企画展西田幾多郎没後 80年特別企画

鎌倉・寸心荘にて（撮影年不明）

＜関連イベント＞講演会／2026年度西田幾多郎哲学講座①

日常と哲学 ―「平常底」について―
【日　時】5月 23日（土）�13：30～15：30
【講　師】浅見洋（石川県西田幾多郎記念哲学館館長）
【会　場】哲学館　哲学ホール
【参加費】�500 円　※西田幾多郎哲学講座の年間受講者は不要

申込�
不要
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西田幾多郎は日頃どんな生活を送っていたのでしょうか。家族や友人、
弟子たちが残した西田との思い出や、西田の日記、短歌をたどっていくと、
少しずつ見えてくるものがあります。三女静子が残したアルバムの中には、
家族との他愛もない日々を切り取った写真が多数残されており、当時の西
田家の様子が眼前に広がっていくように感じられます。
残された写真や資料をたよりに、人間・西田幾多郎の飾らない姿を紹介

します。

タバコを嗜む幾多郎（撮影年不明） 

琴と幾多郎（撮影年不明） 

西田静子アルバムより 
家族写真（昭和 3 年春、骨清窟の前で）

西田静子アルバムより 
子犬を抱く幾多郎（大正 13 年夏、娘たちとともに）

砂浜を散歩する幾多郎（撮影年不明、鎌倉）

大正 11 年 4 月 28 日の日記 


